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2
0
1
1
年
3
月
12
日
、新
八
代
～
博
多

（
約
1
2
1
・
1
㎞
）が
開
業
し
、鹿
児
島
中
央

～
博
多（
約
2
5
6
・
9
㎞
）の
九
州
新
幹
線

が
全
線
開
業
を
迎
え
る
。

　

鹿
児
島
中
央
～
博
多
は
最
速
1
時
間
20
分

に
。九
州
内
は「
つ
ば
め
」と
し
て
活
躍
中
の

8
0
0
系
・
新
8
0
0
系
が
運
行
。鹿
児
島
中

央
～
新
大
阪
は
、Ｊ
Ｒ
九
州
・Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

て
共
同
運
行
の
直
通
運
転
車
両
Ｎ
7
0
0
系

が「
さ
く
ら
」「
み
ず
ほ
」と
し
て
運
行
。同
区

間
を
最
速
3
時
間
45
分
で
結
ぶ
。来
年
3
月
、

博
多
駅
の
新
幹
線
開
業
か
ら
36
年
、鹿
児
島
・

九
州
に
交
通
新
時
代
が
到
来
す
る
。

　

2
0
0
4
年
の
新
幹
線
暫
定
開
業
ま
で

の
西
鹿
児
島
駅（
現　

鹿
児
島
中
央
駅
）は
、

「
出
張
や
旅
行
の
時
に
行
く
と
こ
ろ
」で
あ
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
、い
ま
、本
年
2
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
駅
お
よ
び
駅
ビ
ル
な
ど

の
隣
接
施
設
は
、大
い
に
鹿
児
島
の
ま
ち
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。

鹿
児
島
中
央
駅

　

乗
降
人
員
約
3
4
0
0
0
人
／
日
う
ち
新

幹
線
利
用
者
約
8
6
0
0
人
／
日
。新
幹
線
、

指
宿
枕
崎
線
、鹿
児
島
本
線
、日
豊
本
線
の
始

発
終
着
駅
で
あ
る
。1
9
9
6
年
6
月
現
駅

舎
に
移
り
、改
札
前
の
２
Ｆ
コ
ン
コ
ー
ス（
中

央
通
路
）が
駅
の
東
西
の
連
絡
通
路
を
兼
ね

る
よ
う
に
な
っ
た
。2
0
0
4
年
3
月
九
州

新
幹
線
が
暫
定
開
業
し
、現
駅
名
に
変
更
さ

れ
た
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、駅
舎
の
延
べ
床
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面
積
は
1
・
5
倍
の
1
万
3
0
0
0
㎡
と
な

り
、２
Ｆ
コ
ン
コ
ー
ス（
中
央
通
路
）は
8
・

6
ｍ
か
ら
13
ｍ
に
拡
幅
、駅
東
西
の
回
遊
性

も
高
め
ら
れ
た
。テ
ナ
ン
ト
街「
フ
レ
ス
タ
鹿

児
島
」（
約
7
3
0
0
㎡
）も
、26
店
舗
か
ら
43

店
舗
に
拡
充
、核
店
舗
の
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ（
約

5
5
0
0
㎡
）は
じ
め
飲
食
主
体
の「
ぐ
る
め

横
丁
」、土
産
物
中
心
の「
み
や
げ
横
丁
」と
、駅

は
食
事
や
買
い
物
へ
行
く
場
所
に
な
っ
た
。

駅
隣
接
施
設　

　

駅
ビ
ル「
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
」は
、

2
0
0
4
年
9
月
開
業（
約
1
9
0
店
舗
、駅

東
西
に
ま
た
が
る
駐
車
場
は
1
3
7
0
台
収

容
、年
商
約
2
0
0
億
円
）。駅
の
顔
と
し
て
、

中
心
顧
客
層
の
10
～
40
代
女
性
の
み
な
ら
ず

幅
広
い
層
の
支
持
を
得
て
い
る
。6
階
屋
上

に
あ
る
観
覧
車「
ア
ミ
ュ
ラ
ン
」は
直
径
約
60

ｍ
、最
高
部
地
上
約
91
ｍ
で
、駅
に
い
な
が
ら

鹿
児
島
市
内
、鹿
児
島
湾
、桜
島
を
一
望
で
き

る
。今
夏
乗
車
1
5
0
万
人
を
突
破
。夜
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
多
彩
で
、駅
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

今
春
今
秋
に
大
規
模
改
装
、さ
ら
な
る
活
況

を
見
せ
る
。

　

改
札
か
ら
同
フ
ロ
ア
で
つ
な
が
り
徒
歩
0

分
の「
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」も
、今
年

3
月
増
床
オ
ー
プ
ン
し
、従
来
の
1
3
8
室

か
ら
2
7
3
室
へ
。フ
ロ
ン
ト
や
ロ
ビ
ー
も
、

高
級
感
あ
る
ス
ペ
ー
ス
に
改
装
さ
れ
た
。

　

九
州
に
お
い
て
、広
告
料
売
上
で
博
多
駅

に
次
い
で
2
位
。1
2
0
以
上
の
広
告
媒
体

が
あ
る
。

　

２
Ｆ
コ
ン
コ
ー
ス（
中
央
通
路
・
新
幹
線

改
札
内
・
在
来
線
改
札
内
）は
、内
照
式
広
告

中
心
。改
札
ヨ
コ
に
は
10
社
×
15
秒
の
デ
ジ

タ
ル
媒
体　

ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ス
タ
ー
も
あ

り
、九
州
内
の
主
要
駅
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
掲
出

で
き
る
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
中
央
通
路

は
、駅
構
内
案
内
の
サ
イ
ン
と
広
告
媒
体
の
バ

ラ
ン
ス
も
よ
く
、す
っ
き
り
し
た
印
象
に
な
っ

て
い
る
。

　

１
Ｆ
在
来
線
ホ
ー
ム
で
あ
る
が
、Ｊ
Ｒ
九

州
は
新
幹
線
以
外
の
在
来
線
に
も
魅
力
的

な
観
光
特
急
を
投
入
し
、各
地
域
の
魅
力
ま

で
引
き
出
し
て
い
る
。鹿
児
島
中
央
駅
か
ら

も
、来
春
、指
宿
方
面
へ
の
新
観
光
特
急
や
宮

崎
方
面
へ
は
リ
レ
ー
つ
ば
め
で
活
躍
中
の

7
8
7
系
車
両
投
入
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

指
宿
、霧
島
、吉
松
な
ど
の
温
泉
地
・
観
光
地

へ
新
幹
線
か
ら
の
お
客
様
が
乗
継
が
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、在
来
線
も
広
告
媒
体
の
価

値
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

駅
か
ら
約
1
・
5
キ
ロ
に
位
置
す
る
天

文
館
。創
業
2
6
0
年
の
老
舗
百
貨
店「
山

形
屋
」（
年
商
約
5
2
0
億
円
）を
は
じ
め
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
、テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
、ア
ー

ケ
ー
ド
、歓
楽
街
、飲
食
店
舗
、公
・
私
営
バ
ス

の
交
通
網
も
こ
こ
に
集
ま
る
。鹿
児
島
市
交

通
局
の
市
営
電
車（
鹿
児
島
駅
～
谷
山
：
9
・

4
㎞
／
全
2
系
統
／
広
告
掲
出
可
能
車
両
41

両
）は
、ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
や
車
内
広
告
は
じ

め
、市
中
に
効
率
的
な
宣
伝
が
可
能
で
、鹿
児

島
の
景
観
の
一
部
に
も
な
っ
て
い
る
。空
き

店
舗
が
目
立
ち
、郊
外
店
舗
の
展
開
も
多
様

で
あ
る
が
、鹿
児
島
の
中
心
は
天
文
館
。新
し

い
ま
ち
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
と
天
文
館
地
区

と
の
回
遊
・
連
携
が
、新
幹
線
全
線
開
業
後
の

鹿
児
島
発
展
の
カ
ギ
を
握
る
。

①
時
間
短
縮⇒

九
州
の
鉄
道（
交
通
）時
間
地

図
の
大
き
な
変
化

②
鹿
児
島
中
央
～
新
大
阪
／
山
陽
新
幹
線
と

の
相
互
直
通
運
転
開
始⇒

関
西
・
中
国
地

方
と
の
交
流
拡
大

③
Ｋ
Ｔ
Ｘ（
韓
国
高
速
鉄
道
）全
線
開
通
／
本

年
11
月
1
日
～（
ソ
ウ
ル
～
釜
山
2
時
間

18
分
へ
※
現
行
よ
り
22
分
短
縮
）⇒

韓
国
、

ア
ジ
ア
圏
と
の
交
流
拡
大

　

あ
と
３
ケ
月
後
に
は
動
き
出
す
。

　

駅
は
、地
域
の
玄
関
口
。鉄
道
広
告
は
、地

域
を
映
す
鏡
。日
本
の「
駅
」は
、物
販
・
飲
食
・

サ
ー
ビ
ス
機
能
な
ど
見
事
な
ま
で
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。駅
は
日
本
の
文
化

そ
の
も
の
で
、鉄
道
広
告
は
そ
の
情
報
発
信
の

大
切
な
部
分
を
預
か
っ
て
い
る
。自
ら
の
足
元

の
食
・
歴
史
・
人
な
ど
文
化
を
学
び
、そ
の
も
と

に
成
り
立
つ
企
業
文
化
を
鉄
道
広
告
に
反
映

す
る
こ
と
が
、駅
の
魅
力
を
高
め
、九
州
・
鹿
児

島
へ
足
を
運
ば
れ
る
お
客
様
へ
の
安
全
で
有

益
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
。

　

４
．中
心
市
街
地

天
文
館
と
市
営
電
車

５
．こ
れ
か
ら
の
九
州
・
鹿
児
島

と
交
通
広
告

３
．鹿
児
島
中
央
駅
の
広
告
に
つ
い
て

駅ビルアミュプラザ鹿児島

鹿児島中央駅 2 Ｆコンコース（中央通路）

鹿児島中央駅「みやげ横町」
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今
の
時
代
は
、広
告
ご
掲
出
の
お
客
様
に

と
っ
て「
媒
体
」選
択
が
難
し
い
時
代
。新
幹

線
の
全
線
開
業
で
交
通
事
情
が
大
き
く
変
化

す
る
今
、直
接
接
触
し
、消
費
行
動
に
よ
り

近
い
な
ど
、鉄
道
広
告
の
本
質
・
媒
体
価
値

を
よ
り
認
知
し
て
頂
き
、さ
ら
な
る
需
要
の

掘
り
起
こ
し
・
鉄
道
広
告
の
価
値
向
上
に
汗

を
か
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、皆
様
の
九
州
・
鹿
児
島
へ
の
お
越
し

を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

※
車
両
、駅
舎
・
駅
ビ
ル
外
観
の
写
真
は
、㈱

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
九
州
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

鹿
児
島
支
店
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

10
月
17
日
か
ら
5
日
間
に
わ
た
り
、弊
社
の
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
が
主
催
し
た「
上
海
・
マ
カ
オ
流
通
視
察
ツ

ア
ー
」に
参
加
し
た
。現
在
、ニ
ュ
ー
ス
で
何
か
と
話

題
に
な
っ
て
い
る
国
だ
が
、経
済
成
長
著
し
い
こ
の

国
を
、私
が
観
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま
と
し
て
書
い
て

み
た
い
。

　　

上
海
浦
東
国
際
空
港
に
到
着
し
、ま
ず
驚
い
た
の

は
空
港
の
広
さ
と
そ
れ
に
比
較
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
い
広
告
媒
体
の
迫
力
だ
っ
た
。巨
大
な
看
板
が
立

ち
並
び
、不
思
議
な
く
ら
い
広
告
面
が
生
き
生
き
と

し
て
い
る
。見
て
い
る
人
に
強
く
訴
え
か
け
て
く
る

よ
う
な
勢
い
を
感
じ
た
。

　　

空
港
か
ら
時
速
4
8
0
㎞
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
に
乗
り
8
分
ほ
ど
で
龍
陽
路
駅
に
到
着
。初
め

て
乗
っ
た
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
静
か
で
振
動
も

少
な
く
乗
り
心
地
は
よ
か
っ
た
が
、車
内
の
広
告
は

シ
ー
ト
カ
バ
ー
だ
け
だ
っ
た
。こ
こ
か
ら
観
光
バ
ス

で
上
海
中
心
部
へ
。

　

上
海
市
内
は
黄
浦
江
を
挟
ん
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風

の
建
物
が
立
ち
並
ぶ
外ワ

イ
タ
ン灘

と
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済

の
中
心
地
浦ホ

ウ
ド
ウ東
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。ア
ジ
ア
第
1

位
の
高
さ
を
誇

る
東
方
明
珠
塔

（
4
6
8
m
）や
超

高
層
ビ
ル
が
立

ち
並
ん
だ
景
色

は
圧
巻
で
、ま
る

で
上
海
の
発
展

を
象
徴
し
て
い

る
か
の
よ
う
に

感
じ
た
。ま
た
高

層
ビ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、夜
間
の
見
事
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は「
24
時
間
眠
ら

な
い
都
市
・
上
海
」の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
与
え
、中
国

の
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
た
都
市
を
印
象
づ
け
て

い
る
。

　

私
が
会
場
面
積
が
愛
知
万
博
の
3
倍
も
あ
る
と
い

う
上
海
万
博
を
訪
れ
た
と
き
は
、閉
会
間
近
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
非
常
に
混
雑
し
て
お
り
、当
日
の
入

場
者
数
は
一
日
で
1
0
4
万
人
だ
っ
た
。会
場
内
で
は

ほ
と
ん
ど
中
国
語
し
か
聞
こ
え
ず
、中
国
国
内
か
ら

の
ツ
ア
ー
客
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。中
国

都
心
部
で
の
初
の
開
催
と
最
終
入
場
者
数
が
予
想
を

上
回
る
7
3
0
0
万
人
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、上

海
の
み
な
ら
ず
中
国
と
い
う
国
の
勢
い
に
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
。ち
な
み
に
日
本
館
、中
国
館

は
入
場
ま
で
に
4
、5
時
間
待
ち
と
聞
き
諦
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　

次
の
訪
問
地
マ
カ
オ
は
世
界
遺
産
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
が
交
差
す
る
街
と
い
わ
れ
、22
の
歴
史
的

建
造
物
と
8
カ
所
の
広
場
が「
マ
カ
オ
歴
史
市
街
地

区
」と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。聖

ポ
ー
ル
天
主
跡
や
セ
ナ
ド
広
場
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
時

と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、カ
ジ
ノ
と
と
も

に
世
界
的
な
大
型
ホ
テ
ル
が
進
出
し
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、外
装
に
施
さ
れ
た
き
ら
び
や
か
な
ネ
オ
ン
が

人
口
50
万
人
の
都
市
・
マ
カ
オ
を
確
実
に
変
化
さ
せ

た
。こ
れ
か
ら
も
進
化
し
続
け
る
マ
カ
オ
に
、ポ
ル
ト

ガ
ル
か
ら
伝
わ
っ
た
建
築
物
や
街
並
み
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
祈
り
た
い
。

　

現
在
、中
国
に
は
尖
閣
諸
島
問
題
な
ど
で
反
日
感

情
が
あ
る
た
め
出
発
前
は
心
配
し
た
が
、現
地
の
流

通
状
況
を
視
察
し
て
み
る
と
、日
本
人
の
経
営
者
と

中
国
人
の
社
員
が
相
互
に
理
解
・
協
力
し
合
っ
て
同

じ
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

10
月
21
日
、台
風
の
上
を
飛
ぶ
機
内
で
、今
後
も
日

本
と
中
国
が
よ
り
よ
い
関
係
を
築
き
あ
げ
て
い
く
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
回
は
北
海
道
支
部
長 

山
口
力
氏
の
予
定
で
す
、

お
楽
し
み
に
。

「中国を訪問して　～上海・マカオ～」
常任理事　小野寺　忠之 （株式会社　春光社）

上海のシンボル東方明珠塔

マカオの世界遺産聖ポール天守跡

上海万博の日本館を臨む
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10
月
29
日（
金
）ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
10
Ｂ
会
議
室
に
お
い
て
2
2
5
名
の

会
員
が
出
席（
内
本
人
出
席
27
名
、代
理
人

出
席
13
名
、委
任
状
出
席
1
8
5
名
）し
開

催
し
た
。

第
１
号
議
案

公
益
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
社
団
法
人

全
国
鉄
道
広
告
振
興
協
会
期
間

（
Ｈ
22
・
4
・
1
～
Ｈ
22
・
8
・
9
）の
決
算

に
つ
い
て

　

河
田
専
務
理
事
か
ら
説
明
の
あ
と
、宍

戸
旦
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
、挙
手

に
よ
る
採
決
の
結
果
、定
款
第
27
条
に
基

づ
く
委
任
状
1
8
5
名
を
含
む
過
半
数
の

賛
成
に
よ
り
、本
議
案
は
議
決
さ
れ
た
。

報
告
事
項

①
当
協
会
法
人
化
の
経
過
に
つ
い
て

②
公
益
社
団
法
人
認
定
書
に
つ
い
て

③
第
４
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー
掲
出
事
例
集
に
つ

い
て

④
平
成
23
年
広
告
界
合
同
年
賀
会
に
つ

い
て

　

以
上
を
も
っ
て
決
算
総
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
た
。

決
算
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

岩
㟢
会
長
挨
拶

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
ご
出

席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
は
、
当
協
会
の
前
身
で
あ
る
社

団
法
人
全
国
鉄
道
広
告
振
興
協
会
の
４
月

１
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
決
算
総
会
で

す
。

　

新
法
人
改
革
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８

年
９
月
、
福
岡
で
開
き
ま
し
た
理
事
会
で

初
め
て
説
明
し
、
そ
の
後
法
人
改
革
特
別

委
員
会
や
理
事
会
で
の
度
重
な
る
審
議
を

経
て
成
案
を
得
、
２
０
０
９
年
６
月
10
日

の
理
事
会
及
び
総
会
で
承
認
を
得
、
最
終

調
整
の
上
９
月
28
日
に
公
益
社
団
法
人
化

を
内
閣
総
理
大
臣
に
申
請
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
６
月
25
日
に
開
い
た
定
期
総
会

時
点
で
は
ま
だ
審
査
中
で
あ
り
、
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
当
協
会
に
最
終
的
に
認
定
が

下
っ
た
の
は
、
８
月
５
日
の
こ
と
で
、
設

立
登
記
が
完
了
し
た
８
月
10
日
に
正
式
に

公
益
社
団
法
人
日
本
鉄
道
広
告
協
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

審
査
の
最
後
の
段
階
で
問
題
に
な
っ
た

の
は
、
議
決
権
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
全

国
展
開
を
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
会
員
社

で
は
各
地
に
支
社
を
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
採
算
制
で
経
営
さ
れ
て
お
ら
れ
る

訳
で
す
の
で
、
当
初
の
定
款
案
で
は
そ
れ

ら
の
支
社
を
ひ
と
つ
の
事
業
単
位
と
認
め

て
そ
れ
に
議
決
権
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
た
の
で
す
が
、
認
定
委
員
会
か
ら
、

新
定
款
に
は
議
決
権
は
法
人
ひ
と
つ
に
つ

き
１
個
と
す
る
と
書
い
て
あ
る
の
で
但
し

書
き
の
承
認
団
体
と
い
う
考
え
方
は
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
ま

し
た
。
実
態
が
独
立
採
算
を
執
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
そ
こ
に
議
決
権
を
与
え
る
と

い
う
の
は
定
款
と
矛
盾
す
る
と
い
う
指
摘

で
す
。
色
々
と
実
情
を
説
明
い
た
し
ま
し

た
が
、
結
局
、
支
社
に
つ
い
て
は
、
議
決

監査報告をする宍戸旦監事

会員のみなさま
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●
支
部
便
り
●

　

９
月
９
日
（
木
）
13
時
よ
り
㈱
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

会
議
室
に
お
い
て
平
成
22
年
度
の
「
交
通

広
告
実
務
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
開
始
に
あ
た
り
、
浅
沼
支
部
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
若
手
社
員
を
対
象

と
し
た
研
修
か
ら
、
中
堅
ク
ラ
ス
以
上
の
社

員
を
主
な
対
象
と
設
定
し
、「
交
通
広
告
ビ

ジ
ネ
ス
概
論
」
と
い
う
基
本
を
押
さ
え
つ
つ
、

新
し
い
切
り
口
の
テ
ー
マ
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。

　

特
に
「
O
O
H
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
・
モ
バ
イ
ル
を
連
動
さ
せ
た
展

開
に
つ
い
て
」
の
講
義
で
は
、
国
内
と
海

外
の
広
告
展
開
事
例
の
紹
介
や
、＊
Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
技
術
を
活
用
し
た
事
例
な
ど
興

味
深
い
展
開
に
つ
い
て
、
情
報
の
共
有
化

が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
交
通
広
告
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
」
で
は
、
実
際
の
交
通
広

告
展
開
事
例
に
お
け
る
効
果
検
証
結
果
の

説
明
が
あ
り
、
今
後
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
対
策
に
於
い
て
参
考
と
な
る
事
例
研

究
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
に
は
近
畿
地
区
に
加
え
広
島
や
金

沢
の
会
員
企
業
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
63

名
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
業
務
ご
多
忙
な
折
り
貴
重
な

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

交
通
広
告
実
務
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

権
の
な
い
団
体
と
し
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
公
益
社
団
法
人
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
の
進
め
方
が
ど
う
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
は

今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
当
協
会
が
公
益
目
的
事
業
と
し
て

行
な
う
こ
と
は
、
ま
ず
１
つ
は
倫
理
性
、

品
位
の
保
持
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
既
に

倫
理
綱
領
や
掲
出
基
準
を
制
定
し
て
お
り

ま
す
し
、
倫
理
性
に
関
す
る
審
査
体
制
も

整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
つ
目
は
美
観

風
致
と
の
調
和
に
関
す
る
事
業
で
、
例
え

ば
環
境
ポ
ス
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が

代
表
的
事
例
と
云
え
ま
す
。
こ
れ
は
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら

安
全
に
関
す
る
事
業
で
す
。
鉄
道
広
告
に

は
危
険
を
伴
う
作
業
も
多
く
、
事
故
が
起

き
れ
ば
人
身
傷
害
や
列
車
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
安
全
確
保
に
対
す
る
施
策
は
公

益
的
に
も
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
れ
か
ら
今

年
12
月
に
は
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
引
き
続

き
、
新
た
に
交
通
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
な
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
広
告
を

通
し
て
環
境
意
識
を
高
揚
し
た
り
、
交
通
マ

ナ
ー
を
呼
び
か
け
た
り
社
会
に
働
き
か
け
る

こ
れ
ら
の
事
業
も
公
益
事
業
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
に
対
し
こ
れ
ま
で
年

間
５
割
強
を
超
え
る
予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で

お
り
ま
し
た
の
で
、
自
然
体
で
こ
れ
ま
で

ど
お
り
や
っ
て
い
け
ば
、
公
益
性
と
い
う

も
の
は
維
持
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

仕
事
の
や
り
方
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
し
、
公
益
に
し
ば
ら
れ
て
窮
屈
に
な

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
厳
し

い
国
の
審
査
を
パ
ス
し
て
正
式
に
公
益
社

団
法
人
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
こ
の
協

会
に
社
会
的
信
用
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
公
益
社
団

法
人
に
所
属
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
事
業
を
進
め
ら

れ
る
上
に
お
い
て
、
こ
の
付
加
さ
れ
た
信

用
を
、
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岩﨑会長



6

時
間
を
研
修
に
割
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た

講
師
の
皆
様
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
講
師
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」

金
沢
一
幸
氏

株
式
会
社
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー 

「
O
O
H
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
・
モ
バ
イ
ル
を
連
動
さ
せ
た
展
開
に
つ

い
て
」

岩
見
貴
敏
氏
、
佐
藤
勝
氏
、
五
島
淳
氏

株
式
会
社
電
通
関
西
支
社 

「
交
通
広
告
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
」

浅
沼
憲
氏

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

＊

Ａ
Ｒ
： 

a
u
g
m
e
n
t
e
d  

r
e
a
l
i
t
y

ア
ー
グ
メ
ン
テ
ィ
ド
リ
ア
リ
テ
ィ

⇔

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

実
際
に
得
ら
れ
る
知
覚
情
報
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
情
報
を
加
え
た
り
す
る

技
術
の
総
称

　

近
畿
･
中
国
･
北
陸
支
部
に
続
き
、
９

月
27
日
（
月
）、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
首
都
圏
支
部

主
催
の
「
交
通
広
告
実
務
研
修
」
を
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
会
議
室
に
て
開
催

し
た
。

　

実
務
研
修
は
今
年
で
４
回
目
と
な
り
、

多
く
の
受
講
生
を
集
め
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
受
講
者
の
多
く
は
入
社
２
〜
３
年
の
新

入
社
員
が
し
め
て
い
た
が
、
最
近
は
あ
る

程
度
実
務
を
経
験
し
た
中
堅
社
員
が
自
己

研
鑽
も
兼
ね
て
受
講
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
研
修

に
向
け
て
、
毎
年
研
修
後
に
行
な
う
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
を
参
考
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ

人
材
育
成
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行

な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
具
体
的
な
事
例
を
数
多
く

取
り
上
げ
た
「
広
告
展
開
事
例
研
修
」、
広

告
活
動
に
と
っ
て
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

景
品
表
示
法
等
を
取
り
上
げ
た
「
広
告
法

務
研
修
」、
広
告
に
携
わ
る
に
あ
た
っ
て
不

可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
環
境
問
題
を
取

り
上
げ
た
「
環
境
研
修
」
を
新
た
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
た
。

　

交
通
広
告
の
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に

関
す
る
「
掲
出
基
準
研
修
」、
掲
出
撤
去
作

業
時
の
安
全
対
策
に
関
す
る「
安
全
研
修
」、

交
通
広
告
の
概
要
と
実
務
に
関
す
る
「
ビ

ジ
ネ
ス
概
論
」
と
い
っ
た
実
務
の
基
幹
と

な
る
部
分
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
実
施
し
た
。

金沢一幸氏

浅沼憲氏 奥から岩見貴敏氏、佐藤勝氏、五島淳氏

首
都
圏
支
部

交
通
広
告
実
務
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

開会の挨拶をする浅沼支部長
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参
加
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

「
他
に
も
研
修
会
等
を
受
講
し
た
が
、
本
講

習
で
は
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
作
業
手
順
の
大
切
さ
な
ど

を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。」

（
37
歳
・
営
業
）

「
掲
出
基
準
研
修
が
特
に
役
に
立
っ
た
。
普

段
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
分
野
の
内
容

だ
っ
た
の
で
実
務
の
面
で
活
か
せ
る
。
ま

た
、
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
交

通
広
告
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
役
に

立
っ
た
。」

（
29
歳
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

「
広
告
法
務
や
環
境
等
の
研
修
は
普
段
あ

ま
り
聞
け
な
い
内
容
だ
っ
た
の
で
参
考
に

な
っ
た
。」

（
26
歳
・
営
業
）

「
交
通
広
告
の
業
務
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
間
も
な
い
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
資
料
・

説
明
内
容
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
構
成
さ
れ
て

い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」

（
31
歳
・
媒
体
）

「
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
は
意
外
に
知
ら
な
い
基
礎

知
識
等
が
整
理
で
き
て
大
変
わ
か
り
や
す

か
っ
た
。
広
告
展
開
事
例
研
修
も
失
敗
し

た
ケ
ー
ス
の
分
析
等
め
っ
た
に
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
話
や
、
具
体
的
な
提
案
内
容

ま
で
聞
く
こ
と
が
出
来
、
非
常
に
充
実
の

内
容
だ
っ
た
。」

（
24
歳
・
媒
体
）

　

次
回
も
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、
さ
ら
に
有
効
な

研
修
を
開
催
し
た
い
と
思
う
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
講
師
は
以
下
の
通

り
。

「
広
告
法
務
研
修
」

清
水
啓
二
氏

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

「
掲
出
基
準
研
修
」

中
尾
規
生
氏

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」

金
沢
一
幸
氏

㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー　

「
広
告
展
開
事
例
研
修
」

旭
爪
利
砂
氏

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

「
安
全
研
修
」「
環
境
研
修
」

曽
我
祐
行
氏

㈱
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス　

曽我祐行氏

金沢一幸氏 中尾規生氏

旭爪利砂氏

清水啓二氏
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技
術
開
発
委
員
会（
委
員
長 

浅
沼
唯

明
：（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役
社
長
）で

は
委
員
会
の
活
動
報
告
の
た
め
の
ブ
ロ
グ

を
始
め
ま
し
た
。会
員
の
皆
さ
ま
だ
け
で

は
な
く
、鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
に

も
鉄
道
広
告
の
現
状
、鉄
道
広
告
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
広
く
お
知

ら
せ
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
委
員
会

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
リ
ン
ク
し
て
お
り
ま
す

が
、お
お
よ
そ
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
新

し
い
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
回
は
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
副
理
事
長
窪
田
賢
雄
氏

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

を
お
招
き
し
て
の
座
談
会
、第
２
回
は
、

「
イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
展
開
さ
れ
て
い

る
イ
オ
ン
ア
イ
ビ
ス（
株
）の
北
澤
清
氏
を

お
招
き
し
て
開
催
し
た
座
談
会
の
模
様
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

座
談
会
の
感
想
、皆
さ
ま
が
お
知
り
に

な
り
た
い
こ
と
、そ
れ
か
ら
ご
要
望
な
ど

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ブ
ロ
グ
の
ア
ド
レ
ス
は
こ
ち
ら
！

http://am
eblo.jp/jafra-tdc

　

会
員
名
簿
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
9

㈱
鉄
道
広
告
協
力
会

正　
1
7
0

−

0
0
1
3

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1

−

36

−

7

ア
ル
テ
ー
ル
池
袋
3
1
0

委
員
会
便
り

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

　●次号 Vol.2 は 2011 年 2 月 1日発行予定です。お楽しみに。

最近夜になるのが早く、10Fのオフィスからきれいな夕焼けが見える日があります。窓か
ら東京タワーが見えるのですが、こんな風景は映画の「Always 3丁目の…」を思い出し
ます。この近辺からも成長中の東京スカイツリーが見えるらしいのですが、どのくらい
の大きさに見えるのでしょうか。方角的には左のビルの向こう側のはずなのですが…。
JAFRA NEWS今年の発行はこれが最終です。今年も色々なことがありましたが、また
来年も皆さまのご協力をいただいて情報を共有できればと思います。
来年もよろしくお願いいたします。

●メールと写真、ご意見、ご感想をお待ちしております。

編集後記

デジカメの夕焼けモードで撮影した東京タワー

 

技
術
開
発
委
員
会

ブ
ロ
グ
は
じ
め
ま
し
た

●社名変更に伴ない、ＪＡＦＲＡ事務局宛のメールアドレスが変更
となりました。新しいアドレスはinformation@j-jafra.jpです。ま
た、ホームページのアドレスもhttp://j-jafra.jpに変更となりまし
た。ブックマークをされている方は変更をお願いいたします。

●会社員の代表者が変更になった場合など、変更届は
ホームページ（http://j-jafra.jp）の「各種届出書類」に用意して
ございますので、ご記入の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。


